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ベジテーブル ®
― 野菜栽培を活用した健康空間創出ソリューション ―

㈱竹中工務店環境エンジニアリング本部 環境共生・土壌環境ソリューショングループ部長 川　島　哲　文

１.はじめに

世界有数の高齢社会である日本におい
て、2014 年７月に ｢健康・医療戦略｣
が閣議決定されたように、新たな社会的
課題として『国民の ｢健康寿命｣ の延伸』
をテーマとした産業面からの施策が求め
られており、企業にとって「健康経営」
が重要な課題のひとつになっている。こ
のような中で、当社は千葉大学予防医学
センターと共同で「健康」と「建築」を
融合させた「健築 ®」というコンセプト
を構想し、居ながらにして健康になれる
空間づくり・まちづくりを目指して様々
なプロジェクトや技術開発を推進してい
る。

また、最近では「健康経営」へのサー
ビスとして古くから言われている「緑（植
物）」による「癒し」や「リラックス」
等の効果に着目し、緑視率（人の視野に
緑が占める割合）による実証データ等を
ノウハウとして「健康」や「集中力によ
る生産性の向上」を謳う室内緑化サービ
スも現れている。

これらを背景として、当社は 2015 年
より「健築 ®」の展開に向けて植物を活
用した新しい価値の創造に着手すること
とした。基本方針として、一般的な室内
緑化の「見る」に加え、「育てる」、「収
穫する」、「食す」体験が可能な「野菜栽
培」に着目し、それらの体験から得られ
る効果（空間の快適性の向上、コミュニ
ケーションの活性化、感性・創造性への
刺激等）を想定し、植物と人がよりよく
関わり合いながら健康になれる空間づく
り「健食菜園 ®」を活動テーマに掲げ、
その実現に向けて活動を開始した。

他方、当社では農林水産省と経済産業
省の産業戦略「農商工連携」で、2009
年よりはじまった第三次植物工場ブーム
以降、栽培環境が高度に制御された植物
工場で野菜を栽培するノウハウを蓄積し
てきた。

これらの活動を通じて開発されたのが
「ベジテーブル ®」である。ベジテーブ
ルは、通常の野菜栽培空間とは異なるオ
フィス空間などへの適用を意図し、植物
工場ノウハウを活用した野菜栽培機能と
打合せテーブル機能を併せ持つユニーク
な技術である（写真－１）。

２.ベジテーブルの主な構成
と特長

オフィス等での野菜栽培は、栽培装置
が設置される室内空間に溶け込むデザイ
ンであること、野菜の生育環境と必ずし
も一致しない空間の中でも野菜が育つこ
と、また栽培によるメンテナンスが業務
の妨げにならないこと等が課題となる。
そこで、ベジテーブルの開発方針として、
栽培装置のデザイン性に配慮するととも
に、植物工場の知見を活かした環境制御
と自動化による安定的な野菜栽培機能の
構築を目指すこととした。

(１)デザイン
ベジテーブルのデザインは、オフィス

空間をはじめとしていろいろな場所に違

和感なく適用できることが必要である。
そこで当社エンジニアリング部門、研究
部門、設計部門からなる開発関係者でい
ろいろなデザイン案を出し合い、最終的
に実用性も踏まえて打合せテーブル形状
を基本としたシンプルなデザインを採用
した。インテリアグリーンとしても機能
する野菜栽培部を中央部に配置し、野菜
栽培を介しての気分転換や歓談、比較的
短時間の打合せ等を想定してテーブルは
スタンディング式とした。天板は木目調
のメラミン化粧板仕上げとし、設置空間
に合わせて数種類のデザインから選定で
きる。また、天板には A4 版資料やノー
ト PC を置くことができる十分なスペー
スを確保するとともに、本体側面には
ディスプレイや PC 用のコンセントを設
け、OA 機器を利用した打合せが可能と
なっている。

栽培部は、野菜の生育に必要な湿気の
確保と衛生上の観点からアクリル製のカ
バーで覆い、カバーは収穫やメンテンナ
ンスの障害にならないようスライドで開
閉できる構造とした。

写真－１　ベジテーブル
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(２)水耕栽培による野菜栽培
野菜の栽培方式は、より多くの品種が

安定して栽培できる点や虫の発生リスク
が少ない点を考慮して、無機培地による
水耕栽培を採用した。無機培地が充填さ
れたポットに野菜が定植されたものをガ
ターと呼ばれる水路に設置する。ガター
にはタイマー設定で定期的に養液が流れ、
ポットに給水する仕組みとした。植物工
場等に用いられる栽培方式のひとつ NFT
（薄膜流水方式）に近いシステムである。
本体内に 20 Ｌタンクを装備しており、
野菜の成長度合いによって若干異なるも
のの、満タンで概ね２～３週間の自動給
水が可能である。加えて、養液タンク減
水による補給要求時と空になった時の水
中ポンプ空転防止時（システム停止）の
警告ランプを認識しやすい位置に装着し
ている。

栽培部にはガターを三列設置し、一列
に６～７個のポット（三列で最大 20 個
のポット）にて野菜の栽培を行う。また
ガターの設置高さは栽培する野菜の品種
に応じて３段階に調整可能とした。これ
らの養液の使用部には栽培部の下と養液
タンクの下に満タン時の養液容量を持つ
ドレンパンを設けており、万が一の漏水
に備えている。

尚、ベジテーブルの野菜はインテリア
グリーンを兼ねていることから、あらか

じめ種苗施設で無機培地にて生産された
苗を納入し栽培をはじめられるよう配慮
した。

(３)気流の確保
一般的な室内の空調温度が野菜の生育

温度の範囲内であることから、ベジテー
ブルでの野菜栽培に必要な空調は、設置
された空間の空調空気を利用することと
した。空調空気をカバーで覆われた栽培
部に送り込むことにより、緩やかな気流
で蒸散による湿気等の葉面での滞留を防
ぐこと、さらにカバー内にある栽培用照
明の熱を排熱することが必要である。こ
れらに対応するため、ベジテーブル両側
面に１基ずつの給気用小型ファンを設置
した。このファンから送り込まれた空調
空気は、緩やかに野菜の栽培部を通過し
カバーの隙間から外部に貫ける構造と
なっている。また小型ファンは、騒音に
よる周辺への影響を避けるため静音タイ
プとした。

(４)光の制御
ベジテーブルに取り付ける照明には、

インテリア用と野菜栽培用が両立できる
ことが要求される。そこで、色温度、演
色性、光合成に必要な光強度（PPFD※）
を設定し、それらを満足する LED 照明を
選定・採用した。また野菜栽培には高強

度の光が必要であり、ベジテーブルを設
置する空間によっては、インテリアには
栽培時の光が明る過ぎる場合がある。こ
の対策として、野菜を栽培する高強度の
時間を明期、インテリア照明の時間を暗
期と捉え、24 時間の明期と暗期の割合
をタイマーにて任意に設定可能とし、
各々の光強度も設定できる光制御システ
ムを構築した。これにより、例えば人が
いる時間には穏やかなインテリア照明と
し、人がいない夜間に高強度照明で野菜
を栽培することや、栽培する野菜に合わ
せて光強度を調節することも可能である。

※ PPFD（photosynthetic photon flux 
density，光合成光量子束密度）

また、これら設備一式（自動給水装置、
電源盤、照明制御盤、栽培備品等）は全
てベジテーブルの本体内部に格納されて
おり、外部には電源接続用のケーブルが
１本出ているのみである。

ベジテーブルのシステム構成を図－１
に示す。

３.ベジテーブルでの野菜栽
培と活用状況

ベジテーブルを業務内容の異なる社内
外のいくつかのオフィスや打合せスペー
スに設置し、オフィス環境で栽培できる
野菜の品種を確認した。結果、葉物野菜
を中心として下記のような 80 品種以上

図－１　ベジテーブルのシステム構成
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の野菜の栽培が可能であることを実証し
た。
・葉菜類：ロメインレタス、からし菜、

タアサイ、レッドサマーリーフ等
・果菜類：ミニトマト（矮性）、ワイル

ドベリー
・根菜類：ハツカダイコン
・ハーブ類：ペパーミント、スペアミン

ト、スイートバジル、コリアンダー等
・エディブルフラワー：ビオラ、キン

ギョソウ、ペチュニア
次に、これらの設置場所でのベジテー

ブル活用においては、OA機器を用いた打
合せや作業、休憩を兼ねた歓談の様子が
みられた（写真－２，３）。また栽培した
野菜については、個人的に収穫して自宅
に持ち帰る、有志でハーブティー等を楽
しむ（写真－４）、また定期的な「収穫祭」
を企画し、野菜を収穫して食すイベント
を開催する事例もあった（写真－５）。
この場合、収穫祭ごとに「食」のテーマ
を事前に設定し、テーマに合わせた野菜
を計画的に栽培する予定がたてられてい
た。

また、シェアオフィス WORK STYLING
東京ミッドタウン（六本木）にベジテー
ブルを３か月間設置し、極力先入観を排
除した状態でオフィス利用者の活用状況
をモニタリングした（写真－６）。その
結果、多くの方が興味を持って見学され
たこと、一度利用した方がリピーターと
して活用されていたこと等の状況や、不

特定の利用者を対象とする場においては
ハーブティーが手軽に楽しめるため、栽
培はハーブを中心にした方が良い等のご
意見をいただいた。

４.ベジテーブルの導入効果

ベジテーブルの導入が周辺環境に与え
る影響・効果を把握するため、アンケー
ト調査による定性的な評価を実施した。
まず、環境評価を専門とする当社研究部
門により、アンケート調査手法のノウハ
ウに基づき、室内緑化の「見る」に加え、
野菜を「育てる」、「収穫する」、「食す」
ことによる効果の仮説を立て（空間印象、
愛着、知的生産性等への影響）、質問項
目を設定した。アンケート調査にあたっ
ては、前述のベジテーブルを設置した社
内外の各オフィス数十人を対象に、ベジ
テーブルの導入前後で WEB によるアン
ケート調査を実施した。

得られたアンケート調査データについ
て、専門会社による統計的分析を行った。
その結果、ベジテーブル導入前後の効果
の比較において導入後の方が下記の項目
で明らかに優位であることが確認され、
ベジテーブルが健康的な空間づくりの一
役を担うことができることが示された。
【ベジテーブルの導入効果】

・オフィス空間の快適性の向上
・オフィス環境の総合満足度の向上
・オフィス環境が業務の知的生産性に与

えるイメージの向上

５.おわりに

現在ベジテーブルは、本稿で報告した
開発成果をもとに当社グループ会社であ
る㈱朝日興産より、東京、名古屋、大阪
を中心に販売、メンテナンスサービスを
提供している。

当社では、引き続き健康経営に向けた
新しい仕組みづくりやソリューションの
開発を推進し、社会に「健築 ®」ソリュー
ションを展開していくことで、健康にな
れる空間づくり・まちづくりに貢献して
まいりたい。

最後に、ベジテーブルの開発にあたり、
野菜栽培と空間デザインの研究を行う千
葉大学工学部デザイン学科環境デザイン
研究室　原寛道准教授に、研究成果に基
づく貴重な情報の提供と技術指導をいた
だいた。心より感謝申し上げる次第であ
る。

写真－２　OA機器を活用した打合せ 写真－４　ハーブティー

写真－６　WORK STYLING東京ミッドタウン（六

本木）に設置したベジテーブル

写真－５　収穫祭の様子

写真－３　歓談の様子


